
別記様式第 1号(第 4条関係) 

 

洞爺湖町移住体験住宅借用申請書 

 

年  月  日 

 

 洞爺湖町長        様 

 

申請者 住 所                   

氏 名                印  

 

 洞爺湖町移住体験住宅を借用したいので、裏面の事項に誓約し、洞爺湖町移住体験住宅設置要綱第4条の規定

により、次のとおり申請いたします。 

 

記 

 

1 区 分   □新 規   □2回目 

 

2 借用期間     年  月  日から    年  月  日まで 

 

3 借 用 者 

  
(ふりがな) 

氏 名 
生年月日 年齢 職業 

申請者

との続

柄 

特記事項 

1   年 月 日     本人   

2   年 月 日         

3   年 月 日         

4   年 月 日         

5   年 月 日         

 

4 車両の利用  有・無  (自家用車・レンタカー・その他      ) 

         車種 (普通・ワゴン・軽・その他       ) 

 

5 連 絡 先   電話(自宅)           FAX番号           

         〃 (携帯)           E-Mail            

 

6 洞爺湖町移住体験住宅の借用を希望した理由及び移住を検討されるに当たってのお考えをご記入ください。

(きっかけや移住希望時期、移住形態など) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※借用者全員分の住民票を添付してください。 



 

誓  約  事  項 

 

１ 自己又は自己の役員等は、次の各号のいずれにも該当しません。 

(1) 暴力団(暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第７７号)第２条第２号に規定

する暴力団をいう。以下同じ。) 

(2) 暴力団員(同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。) 

(3) 暴力団員が役員となっている事業者 

(4) 暴力団員であることを知りながら、その者を雇用・使用している者 

(5) 暴力団員であることを知りながら、その者と下請契約又は資材、原材料の購入契約等を締結している者 

(6) 暴力団又は暴力団員に経済上の利益又は便宜を供与している者 

(7) 暴力団又は暴力団員と社会通念上ふさわしくない交際を有するなど社会的に非難される関係を有して

いる者 

(8) 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを利用している者 

２ 上記１の(1)から(8)までに掲げる者が、その経営に実質的に関与している法人その他団体又は個人ではあ

りません。 

３ 暴力団員及び暴力団関係事業者から社会通念上不当な要求又は補助事業の適正な履行を妨げる行為(以下

「不当介入」という.)を受けた場合は断固としてこれを拒否するとともに、洞爺湖町への報告及び伊達警察

署への届出(以下「報告・届出」という。)を行います。 

４ この誓約が事実と相違することが判明した場合は、この契約の解除等のいかなる措置を受けても異議を申

し立てしません。また、これにより損害が生じた場合は、一切私の責任といたします。 

 


